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命医学獺騰

2．医学教育振興財団の活動＊1

紀伊國献三＊2

1．医学教育振興財団

　2010年版医学教育白書の医学教育振興財団の

活動について，2006年版以降の活動を中心に報

告する．

　医学教育振興財団は，1979年（昭和54年）に

当時の文部省の認可により設立された財団法人で

あり，我が国の医学教育を担当する医科大学（医

学部を含む）が組織として医学教育の改善向上を

目指す団体である．我が国の79の医科大学と防

衛医科大学校が会員として参加しており，理事

会，評議員会，運営委員会を通じて運営に参画し

ている．

　寄附行為には，「日本並びに諸外国の医学教育

（卒後の臨床研修を含む．以下同じ．）の方向と実

情とに関し，不断の調査研究を行い，その成果を

医学教育機関に提供するなど，日本における医学

教育の充実向上について寄与し，もって医学の振

興と人類の福祉に貢献することを目的とする」と

あり，それに従って5つの事業を行うこととなっ

ている．

　（1）医学教育に関する調査，研究及び資料の収

　　集並びにその成果の医学教育機関に対する提

　　供．

　（2）医学教育の方法の研究に対する助成

　（3）医学教育機関の教職員および学生に対する

　　研修の実施および援助．

　（4）医学教育資料の発行等医学教育機関から委

　　託された事業．

　（5）その他目的を達成するための事業．

　現在の理事長は自治医科大学学長の高久史麿氏
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であり，常務理事を順天堂大学理事長の小川秀興

氏と紀伊國が担当している．オフィスはお茶の水

の茶州ビルにあり，このビルには医療系大学間共

用試験実施評価機構も入居しており，相互に協力

関係を維持している．

2．医学教育指導者フォーラム

　財団の主な事業は4つあるが，1つは医学教育

指導者フォーラムである．年1回，国内外の著名

な医学教育指導者を講演者として招き，討論の機

会をもっている．既に過去21回の実績があるが，

全国から参加する医学部長，医学教育責任者を中

心に活発な討論が行われる．この内容は財団の機

関紙『JMEF』に掲載されている．その概要は表

1に示す通りである．翌日には文部科学省主催の

医学，歯学教育者のためのワークショップが開催

され，両者の有機的な関連を考慮している．

3．国内医科大学視察と討論の会

　全国の医科大学から地域を考慮して1校を選

び，医学教育に携わる教員が，2日間にわたり当

番校のカリキュラムや医学教育の現況の説明を受

け討論を行う会である．特徴は教育を受ける学生

との討議を行うことであり，できるだけ無作為に

選ばれた学生を対象としている．討論および懇親

会の席上の交流を通し，我が国の医学教育全体の

発展改善を図るものであり，毎回100名を超える

参加者による活発な討議が行われる．学生との懇

談会では，大学側の説明や意図を学生がどのよう

に受け取っているか，また希望を聞くことができ

る．2日目の総合討論の場では本音に基づく議論

が行われ，それによって大学側の医学教育につい

ての関心も高まるという良い循環がある．表2は

26～29回までの国内医科大学視察と討論の会の


